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平
成
２７
年
９
月
の
選
挙
か
ら
間
も
な

く
４
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
に
変
わ
る
前
、
４
月
１
日
に
私
達
は
、

市
民
ク
ラ
ブ
を
卒
業
し
『令
和
ク
ラ
ブ
』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

こ
の
令
和
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
の
市
議
会

の
将
来
を
考
え
、
右
で
も
な
い
、
左
で
も

な
い
、
議
会
を
集
約
で
き
る
会
派
を
目

指
し
発
足
し
ま
し
た
。
出
来
た
ば
か
り
の

会
派
で
あ
り
ま
す
の
で
、
９
月
に
行
わ
れ

る
市
議
会
議
員
選
挙
後
を
睨
み
進
ん
で

参
り
ま
す
。
現
職
の
皆
さ
ん
、
ま
た
新
た

に
議
員
に
な
ら
れ
る
方
の
入
会
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。 
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総務教育常任委員会 

委員長 

梅の宮１－２６ 

TEL ３６５－９６２６ 

令
和
ク
ラ
ブ
の
活
動
目
標 

元
気
な
塩
竈
の
実
現
！ 

◎
福
祉
の
向
上 

◎
安
心
安
全
な
街
づ
く
り 

◎
活
気
あ
る
街
づ
く 

◎
人
口
増
加
策 



 
市
長
へ
の
要
望
書
提
出  

『令
和
ク
ラ
ブ
』発
足
後
、
佐
藤
市
長

に
令
和
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
「
要
望
書
」を

提
出
し
ま
し
た
。
「
元
気
な
塩
竈
」
の
実

現
に
向
け
て
い
っ
ぱ
い
要
望
は
あ
り
ま
す

が
十
項
目
に
厳
選
し
ま
し
た
。 

①
経
常
収
支
比
率
８０
％
台
達
成 

例
え
ば
、
家
庭
で
言
え
ば
収
入
に
対

し
、
家
賃
や
ロ
ー
ン
、
電
気
ガ
ス
等
の
光

熱
費
、
子
供
の
教
育
費
等
生
活
す
る
う

え
で
必
ず
必
要
な
経
費
が
ど
の
程
度
の

割
合
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
の
塩
竈

市
は
、
約
９８
％
で
す
。
８０
％
台
に
な
れ

ば
、
い
っ
ぱ
い
塩
竈
独
自
の
施
策
を
打
ち

出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

②
市
立
病
院
への
繰
出
し
の
無
い
よ
う
経

営
改
善 

二
市
三
町
唯
一
の
公
立
病
院
で
あ
る

塩
竈
市
立
病
院
は
、
過
去
１０
年
間
の
平

均
で
年
間
約
７
億
円
の
一
般
会
計
か
ら

繰
出
し
（繰
出
し
は
、
市
立
病
院
の
赤
字

補
て
ん
の
為
、
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

毎
年
の
繰
出
し
金
、
約
７
億
円
が
あ

れ
ば
経
常
収
支
比
率
も
下
が
り
、
塩
竈

に
と
っ
て
有
用
な
施
策
に
使
え
ま
す
。
こ

の
お
金
を
様
々
な
人
口
増
加
策
に
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
塩
竈
の
未
来
が
激
変
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

③
小
中
学
校
の
学
力
向
上 

将
来
を
担
う
小
中
学
生
の
学
力
向

上
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
学
力
が
将

来
を
決
め
る
要
素
と
し
て
か
な
り
高

い
と
思
い
ま
す
。 

④
魚
市
場
卸
売
機
関
の
一
元
化 

現
在
、
塩
竈
魚
市
場
の
卸
売
機
関

は
一
社
・一
組
合
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
経

営
改
善
が
図
ら
れ
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
し
が
無
い
よ
う
す
る
。 

⑤
町
内
会
への
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助 

今
年
２
月
定
例
議
会
で
条
例
が
制

定
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
設
置
の
た
め

の
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
駅
前
を

中
心
と
す
る
数
箇
所
で
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
状
態
で
人
気
の
少
な
い
所
に

も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
各
町
内
会
へ補
助
し
、
カ
メ
ラ
台

数
を
増
や
す
。 

⑥

市

費

で
全

防

犯

灯

を

Ｌ
Ｅ        

Ｄ
化 

各
町
内
会
で
は
、
防
犯
灯
関
連
費
用
が

町
内
会
運
営
費
の
約
３０
％
を
占
め
て
い

る
の
が
実
態
で
あ
り
、
健
全
な
町
内
会

活
動
を
阻
害
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

市
内
全
防
犯
灯
の
調
査
（現
在
ま
で
の
設

置
個
所
や
必
要
箇
所
・電
柱
の
位
置
等
）

を
行
い
、
配
置
も
見
直
し
効
率
化
を
図

り
一
機
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
で
あ
る
。 

    市長に対する要望書（令和クラブ発足後に提出） 

1 経常収支比率８０％台達成 

2 市立病院への繰出しが無いよう経営改善（最低でも交付税相当額まで） 

3 小中学校の学力向上 

4 魚市場卸売機関の早期一元化 

5 町内会への防犯カメラ設置補助 

6 市費での全防犯灯ＬＥＤ化 

7 市道整備（側溝整備等を加速）、私道整備（助成率のアップ） 

8 市内各公園と伊保石公園の早急な整備（都市公園法を活用してのＰＰＰ等） 

9 積極的な民間力の活用（公園、学校、公民館・エスプ、水道、下水道等） 

10 他市町に無い様々な人口増加策 

 



⑦
市
道
整
備
・私
道
整
備 

市
道
の
側
溝
整
備
を
加
速
す
べ
き
で

あ
る
。
以
前
の
整
備
個
所
が
老
朽
化
し

て
お
り
再
整
備
が
必
要
な
状
態
で
あ

る
。 ま

た
、
私
道
に
つ
い
て
は
補
助
率
が
低

い
た
め
整
備
が
少
な
く
、
補
助
率
を
上

げ
れ
ば
一
機
に
整
備
が
進
む
。 

⑧
市
内
各
公
園
と
伊
保
石
公
園
の
早 

急
な
整
備 

特
に
伊
保
石
公
園
は
、
整
備
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
市
内
各
公
園
と
伊
保
石
公

園
を
管
理
条
件
付
き
で
一
括
し
て
民
間

委
託
す
べ
き
で
あ
る
。
（
都
市
公
園
法
を

活
用
し
、
民
間
の
力
を
利
用
） 

⑨
積
極
的
な
民
間
力
の
活
用 

学
校
への
エ
ア
コ
ン
設
置
に
合
わ
せ
、
電

気
・水
道
・下
水
・校
舎
等
の
管
理
、
公
民

館
と
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ
等
を
ま
と
め
て
民

間
に
管
理
を
委
託
す
る
「
包
括
施
設
管

理
業
務
委
託
」で
民
間
力
を
使
い
経
費
の

削
減
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

⑩
他
市
町
に
無
い
様
々
な
人
口
増
加
策 

塩
竈
市
の
大
き
な
問
題
と
し
て
「
少
子
高
齢

化
」
と
「
人
口
減
少
」
が
あ
る
。
他
市
町
村
に

無
い
人
口
増
加
策
を
打
ち
出
し
、
市
民
人
口
の

減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

鎌
田
礼
二
の
活
動  

こ
の
１２
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目

線
で
一
生
懸
命
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
機
会
を
与
え
て
下

さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

私
の
議
会
活
動
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
『か
ま
た
礼
二
の
議
会
だ
よ

り
』
を
発
行
し
、
現
在
１５
号
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
も
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
基
に
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
や
ご
要
望
を
一
般
質
問
と
し
て
、
又

は
市
当
局
へ要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。 

定
例
議
会
で
の
一
般
質
問
も
今
年
６

月
の
定
例
議
会
で
３９
回
目
と
な
り
、
特

に
今
期
４
年
間
は
全
定
例
議
会
連
続

１６
回
と
欠
か
さ
ず
行
い
ま
し
た
。
一
議

員
と
し
て
の
他
、
総
務
教
育
常
任
委
員

会
委
員
長
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
職
務

を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
後
の
塩
竈
市
議
会
を
考
え

た
場
合
、
右
で
も
無
い
、
左
で
も
な
い
、

議
会
を
集
約
で
き
る
会
派
を
目
指
し
、

今
年
４
月
よ
り
新
会
派
（令
和
ク
ラ
ブ
）

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
新
会
派
を

母
体
に
現
在
そ
し
て
将
来
の
大
き
な
問

題
で
あ
る
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る
べ
く

あ
ら
ゆ
る
人
口
増
加
策
を
打
ち
出
し
て

行
き
ま
す
。 

今
後
も
市
民
の
目
線
で
、
皆
様
の
期

待
に
沿
う
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

市
民
の
目
線
で
！ 

鎌
田
礼
二
は
実
現
し
ま
す 

◎
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映 

 
 

こ
の
４
年
間
、
全
定
例
議
会
（
１６
回
）

で
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
欠
か
さ
ず
皆
様
の
意
見
・
要
望
を

伝
え
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

◎
福
祉
の
充
実 

 
 

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
福
祉
の
向
上
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。 

◎
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
保
護
司
、
少
林
寺
拳

法
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
次
世
代

を
担
う
青
少
年
の
育
成
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。 

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

 
 

青
少
年
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
高
齢
者



の
健
康
維
持
の
た
め
ス
ポ
―
ツ
振
興
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。 

◎
塩
竈
の
人
口
増
加
策 

 
 

塩
竈
の
大
き
な
問
題
は
人
口
減
少
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
人
口
増
加
策
を
提
案

し
て
い
き
ま
す
。 

 

志
子
田
吉
晃
の
活
動  

議
会
活
動
は
、
通
算
３
期
、
１２
年
に

な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
機
会

を
お
与
え
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

そ
の
間
、
皆
様
の
ご
要
望
を
承
り
、

「
元
気
な
塩
竈
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行

動
の
理
念
は
、
「好
き
で
す
塩
竈
」愛
市

精
神
で
す
。 

１
０
０
円
バ
ス
の
具
体
的
政
策
の
提
言

と
「ニ
ュ
ー
し
お
な
び
バ
ス
」の
拡
大
・高
齢

者
の
社
会
参
加
づ
く
り
・行
財
政
改
革
の

提
案
・健
康
保
険
料
の
１２
回
払
い
制
・災

害
時
指
定
避
難
所
の
増
設
・
壱
番
館
の

利
用
促
進
等
「元
気
な
塩
竈
づ
く
り
」の

た
め
、
生
意
気
な
要
望
を
取
り
上
げ
て

頂
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
期
前
半
２
年
間
は
、
総
務
教
育
常

任
委
員
長
の
職
と
、
予
算
特
別
委
員
長

や
決
算
特
別
委
員
長
を
経
験
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

ま
た
議
場
で
は
、
教
育
力
向
上
の
前

提
と
し
て
、
県
内
で
い
ち
早
く
「
い
じ
め

防
止
条
例
」制
定
の
提
案
を
行
い
、
教
育

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

市
民
生
活
の
安
全
と
向
上
の
た
め
、

様
々
な
要
望
・提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
い
ち
早
く
令
和
ク
ラ
ブ
２
名

で
、
町
内
会
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
助
成
制

度
を
提
言
し
進
行
中
で
す
。 

今
年
度
、
令
和
ク
ラ
ブ
か
ら
、
元
気

な
塩
竈
づ
く
り
・市
民
の
生
活
向
上
・ま

ち
の
繁
栄
発
展
の
観
点
か
ら
、
消
費
税

増
税
中
止
の
意
見
書
提
出
に
努
力
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
採
択
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
も
皆
様
の
要
望
・
期
待
に
応
え

る
為
、
地
域
の
活
性
化
と
教
育
の
再
生

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

元
気
な
塩
竈
の
実
現
！ 

志
子
田
吉
晃
の
約
束 

①
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映 

・
１
０
０
円
バ
ス
の
ル
ー
ト
拡
大
と
低
床

ス
テ
ッ
プ
導
入 

・
生
活
道
路
の
拡
充
（
市
道
の
完
全
舗

装
化
）に
取
り
組
み 

・在
宅
介
護
の
支
援
拡
充 

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り
と
福
祉
の

充
実 

・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
で
便
利
な
ま

ち
創
り 

②
地
域
活
性
化 

・観
光
消
費
産
業
の
創
生 

・地
元
企
業
や
生
産
者
を
支
援
し
、
産

業
の
活
性
化 

・
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
都
市
創
り
の
推
進
と

情
報
発
信 

・浅
海
漁
業
の
支
援
強
化
と
漁
船
誘
致

③
教
育
再
生 

・
子
育
て
を
支
援
し
、
育
児
と
就
労
の

両
立
を
促
進 

・い
じ
め
防
止
と
教
育
の
向
上 

 

志子
し こ

田
だ

吉
よし

晃
あき

 
産業建設常任委員員 

今宮町１０－１４  

℡３６３－１６１６  


